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びj のメタファーを用いて検討した。観察期間は 2002 年 1 月から 2004 年 12 月で、組織の立ち上げからその変遷に
ついて参与観察を行った。
論文は 6 章で構成されている。第 1 章ではまちづくりとは何かをグループ・ダイナミックスの立場から整理し、第
2 章ではグソレープ・ダイナミックスにおいて取り扱う「語り」においてメタファーに着目することの可能性を概括し
た。第 3 章からが事例であり、本研究が取り扱う対象地域の概要をまとめた上で(第 3 章)、都心部における地域活
性化においてネットワーク型の活動主体がどう形成されるかについてエスノグラフィーをまとめた(第 4 章)。
ネットワーク型のまちづくりの実践においては、 (1)縄の同期が始まる(組織の形成過程)、 (2)縄を連結する(事業






モードに至りながら全体としての構造を生みだそうと個人が際だ、つ実践が行われていた。第三段階になると、 A が B






これらの考察をとおして、第 6 章では、 「長縄跳び」のメタファーがグループ・ダイナミックスの理論としてどの
??
ような貢献できたのか、以下の 4 点について整理した。リーダーとフオロワーの共同性の承認の可否や有無が組織化
プロセスを左右するという 1(1) リーダーとフォロワーの相即の問題J 、両者の相即のタイミングを取り扱う 1(2)ネッ
トワーキングの速度調整の問題」、共同性の相互承認における集合流の重視という 1(3)文脈拡張における個人モデル
の廃棄J 、そしてネットワーク型組織の展開において共同性を承認する契機を取り扱うことを「異質性の現前の問題」
と名付けた。
本研究は、まちづくりそのものの概念を深めているわけでもなく、 NPO の組織論を検討したものではなく、外部
参入者の内在化の過程をエスノグラフィーで追いながら、その集合流の変化を「長縄跳び」のメタファーで理論化を
試みたものである。このような理論化を図るなかで、現場では失敗とは言わないものの多くの困難に向き合うことに
なったが、 「長縄跳びJ メタファーの獲得によりその局面毎のセンスメーキングの手段として活用できた。この点が
本研究における実践的な貢献で、あった。
論文審査の結果の要旨
本論文は、都心部の地域活性化に関するネットワーキングにおいて主体がし、かに組織化されるかを、アクションリ
サーチに基づき、グループ・ダイナミックスの観点から検討したものである。 3年に及ぶ参与観察をとおして、都心
部におけるネットワーク型まちづくりは、第一にリーダーとフォロワーの共同性の承認の可否や有無が取り組み主体
の組織化プロセスを左右すること、第二に組織化の進展にはリーダーとフォロワーが相即し合う契機に着目すること
が重要であること、第三に実践の意味創出を行う上で、は個人モデルが棄却されなければならないこと、そして第四に
集合体における異質性の現前が集団の共同性を承認する契機となりうること、以上 4 つの構成要素に着目することで
効果的な実践を喚起できることを、協働的実践の成果として結実させている。
本論文は、メタファー使用について解釈者の視点に注目し、メタファーが集合体における共同性を承認し合う手段
になるとしづ、新たな理論的観点をグループ・ダイナミックスに提供した。特に、研究者自身がまちづくりの実践に
おける外部参入者として内在化する過程をエスノグラフィーで追い、集合体の動態にどのような変遷が見られたかに
ついて、「長縄跳びJ のメタファーを導入したことは、都市計画分野のまちづくりに関する新たな概念や、ボランテ
ィア活動や NPO の組織論にも新たな理解と知見をもたらすものである。以上の理由より、本論文は、博士(人間科
学)の学位の授与に十分に値するものであると評価しうる。
